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基
礎
年
金
の
国
庫
負
担

割
合
が
２
分
の
１
に 

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合

が
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
６
月
に
「
国
民
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
一
年
法
律
第
六
二
号
）」お
よ

び
「
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二

一
年
政
令
第
一
六
八
号
）」が
施

行
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

こ
の
法
律
改
正
の
対
象
と
な

る
の
は
、　

年
４
月
以
後
の
国

２１

民
年
金
保
険
料
免
除
期
間
を
含

む
「
老
齢
基
礎
年
金
」
お
よ
び

「
寡
婦
年
金
」
で
す
。
対
象
者

に
は
、
４
月
２
日
以
降
、
既
に

年
金
の
裁
定
が
行
わ
れ
て
い
た

場
合
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
別
途
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

※
一
部
免
除
の
期
間
は
、
一

部
納
付
分
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

※
４
８
０
月
を
超
え
る
免
除

期
間
に
は
国
庫
負
担
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
複
数
の
免
除
期

間
を
有
す
る
場
合
は
、
納
付
額

（
国
庫
負
担
分
を
含
む
）
の
多

い
免
除
期
間
の
順
に
４
８
０
月

へ
算
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
武
蔵
野

社
会
保
険
事
務
所
緯
０
４
２

２
・
５
６
・
１
４
１
１
ま
た
は

市
保
険
年
金
課
緯
４
７
０
・
７

７
３
２
へ
。

　

市
で
は
、
都
の
委
託
を
受
け
て

一
定
の
所
得
以
下
の
方
（
生
活
保

護
受
給
者
を
除
く
）
を
対
象
に
、

生
活
安
定
に
向
け
た
緊
急
総
合
対

策
事
業
の
相
談
窓
口
を
福
祉
総
務

課
（
市
役
所
１
階
）
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
窓
口
で
は
、
就
職
支
援

や
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に

は
資
金
の
貸
し
付
け
に
応
じ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
方 

（
共
通
要
件
）

　

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
②
課
税

所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
（
単
身
で

１
７
６
万
円
以
下
～
４
人
世
帯
で

３
８
０
万
円
以
下
）
③
預
貯
金
等

資
産
の
保
有
額
が
６
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
④
土
地
・
建
物
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
（
現
在
住

ん
で
い
る
場
所
の
土
地
・
建
物
は

除
く
）
⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年

以
上
在
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い

る
こ
と
⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

世
帯
主
ま
た
は
構
成
員
で
な
い
こ

と主

な

事

業

　

①
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

＝
正
社
員
へ
の
就
職
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
意
欲
を
持
つ
方
に
対
し
て
、

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
等
が
実

施
す
る
訓
練
を
受
講
す
る
も
の
で
、

受
講
料
は
無
料
で
す
。
受
講
決
定

の
場
合
は
、
受
講
奨
励
金
（
月
額

約　

万
円
）
を
支
給
し
ま
す

１５

　

②
都
が
指
定
す
る
職
業
訓
練
・

就
職
の
た
め
の
講
座
の
紹
介

　

③
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
事

業
＝
職
業
訓
練
受
講
中
（
就
職
チ

ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
受
講
奨
励
金
支

給
ま
で
）
の
資
金
お
よ
び
就
労
の

た
め
の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
ま
す

　

④
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

＝
中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
を

養
育
す
る
方
を
対
象
に
、
学
習
塾

等
の
受
講
費
用
お
よ
び
大
学
受
験

料
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い
、

入
学
し
た
場
合
、
一
定
の
手
続
き

を
す
る
と
返
済
が
免
除
さ
れ
る
制

度
で
す

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
対
象
者
は
、

共
通
要
件
以
外
に
事
業
ご
と
に
要

件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

　
　

月
以
降
診
療
分
は
、
入
院
時

１０
で
は
自
己
負
担
分
全
額
（
た
だ
し
、

食
事
療
養
費
等
は
除
く
）、
通
院

時
で
は
自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負

担
金
と
な
る
２
０
０
円
（
通
院
１

回
当
た
り
の
上
限
額
）
を
控
除
し

た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
で
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
小
学
生
～
中
学

生
（
満
６
歳
に
達
す
る
日
の
翌
日

以
後
の
最
初
の
４
月
１
日
～
満　
１５

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月　

日
）

３１

　
【
所
得
制
限
】
従
来
通
り
、
児
童

手
当
と
同
じ
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　
【
申
請
に
つ
い
て
】既
に
こ
の
制

度
を
受
給
し
て
い
て
、
現
況
届
を

提
出
し
て
い
る
方
の
申
請
は
不
要

で
す
。
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な

い
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

●
他
の
医
療
費
助
成
制
度
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

制
度
（
○親
 

）
の
「
一
部
○食
 

」、
ま
た

は
、
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
○障
 

）
の
「
一
部
○食
 

」
を
受
給

し
て
い
る
方
に
は
、
よ
り
有
利
な

制
度
と
な
る
○子
 

の
ご
案
内
を
個
別

に
送
付
し
ま
す
。

　

詳
細
は
９
月
１
日
号
の
広
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月　

日
（
祝
）
～　

日
（
水
）
の

２１

３０

　

日
間
、「
や
さ
し
さ
が　

走
る

１０こ
の
街　

こ
の
道
路
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
「
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を

運
動
の
基

本
と
し
、

①
夕
暮
れ

時
と
夜
間

の
歩
行

中
・
自
転

車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
②
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
④
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止
の
４
点
を
重
点
に

運
動
を
推
進
し
ま
す
。
市
内
で
も

期
間
中
、
東
久
留
米
市
交
通
安
全

協
会
を
中
心
に
交
差
点
で
の
安
全

指
導
を
行
い
ま
す
。

９
月　

日
は「
交
通
事
故
死

３０

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　

記
録
の
残
る
昭
和　

年
以
降
、

４３

国
内
で
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が

無
い
日
は
、
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
も
残
念
な
が
ら
、
今
年
は
８

月
末
日
の
時
点
で
既
に
２
件
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
昨

年
は
年
間
で
０
件
）。
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
の
無
い
社
会
、

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
な
が
ら
運
転
」は
禁
止
で
す

　

東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
７
月
１
日
か
ら
傘

を
さ
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
携
帯

電
話
を
操
作
し
な
が
ら
自
転
車
や

バ
イ
ク
を
運
転
す
る
「
な
が
ら
運

転
」
が
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。
違

反
し
た
場
合
は
５
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

運
転
者
講
習
会
を 

開

催

し

ま

す

　
【
日
時
】
９
月　

日
（
月
）
午
後

２８

７
時
～
８
時

　
【
会
場
】中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル

　
【
内
容
】田
無
警
察
担
当
官
に
よ

る
交
通
安
全
の
講
話
、
映
画
上
映

　

※
運
転
者
講
習
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
緯
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
都
市
計
画

課
街
路
交
通
計
画
係
緯
４
７
０
・

７
７
６
８
へ
。

　

浄
化
槽
は
、
適
正
な
維
持
管
理

が
行
わ
れ
な
い
と
、
排
水
を
処
理

す
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
浄

化
槽
法
で
は
浄
化
槽
を
使
用
す
る

方
が
行
う
べ
き
３
つ
の
義
務
を
次

の
通
り
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
確

実
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
保
守
点
検
＝
都
に
登
録
し
た

専
門
業
者
が
定
期
的
に
実
施
す
る

点
検

　

②
清
掃
＝
市
町
村
の
許
可
を
得

た
業
者
が
実

施
す
る
浄
化

槽
の
清
掃
作

業
　

③
法
定
検

査
＝
知
事
が

指
定
し
た
機

関
が
実
施
す

る
①
と
②
の
状
況
等
、
客
観
的
に

判
断
す
る
検
査

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
等
に
よ
り

浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
場
合

は
、　

日
以
内
に
都
多
摩
環
境
事

３０

務
所
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
所
廃
棄
物
対

策
課
浄
化
槽
係
緯
０
４
２
・
５
２

８
・
２
６
９
２
ま
た
は
市
ご
み
対

策
課
緯
４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

　
　

年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
３

２１
日
（
木
）
～　

日
（
金
）
の　

日

２５

２３

間
の
日
程
で
開
催
中
で
す
。
今
回

の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
市
長
提
出

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

　

東
久
留
米
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
（
２
件
）
▼
東

久
留
米
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▼
東

久
留
米
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留
米

市
児
童
保
育
運
営
費
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
東
久
留

米
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
▼
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て
▼
市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
▼
平
成　

年
度
東
久

２１

留
米
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
▼
平
成　

年
度
東
久
留
米

２１

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
平
成　

年
度

２１

東
久
留
米
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
▼

平
成　

年
度
東
久
留
米
市
老
人
保

２１

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
平
成　

年
度
東
久
留
米
市
介
護

２１

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
緯
４
７

０
・
７
７
８
９
へ
。

　市では、一般家庭で使用済みの食用油をリサイクルし、バイオディーゼル燃料化
のモデル事業を２０年度に実施しました。現在は、西団地自治会、市内小学校２校、
市立保育園をはじめ、南部地域センターを中心に、バイオ燃料化の事業を展開して
います。市内の各自治会で、バイオディーゼル燃料化の取り組みをお考えの団体
（自治会）は、ごみ対策課緯４７３・２１１７へご相談ください。
　詳しくは同課へ。

　容器包装プラスチックは、プラの分別マークが付いてい
ることを確認し、袋にまとめて入れ、「プラ」と書いて指定
された回収日に出してください。汚れていたり、中身が残
っている容器や木片（アイスの棒や割り箸）等が混入され
ていたりすると、リサイクルには適しませんので、軽く水
洗いする等してから出してください。限られた資源を有効
利用するためにも、分別のご協力をお願いします。
　詳しくはごみ対策課緯４７３・２１１７へ。

　定額給付金・子育て応援特別手当の申請書の提出期間は、１０月１６日（金）
までです（消印有効）。申請をされていない方は、早めの申請をお願いしま
す。
　※期限を過ぎると受給できなくなります。ご注意ください。
　詳しくは企画経営室定額給付金担当緯４７０・７７４０（祝日を除く月曜～金
曜日の午前９時～午後５時）へ。

資
金
の
貸
し
付
け

資
金
の
貸
し
付
け
やや

就
職
を
支
援
し
ま

就
職
を
支
援
し
ま
すす

緊
急
総
合
対
策
事
業
の
相
談
窓
口
を
設

緊
急
総
合
対
策
事
業
の
相
談
窓
口
を
設
置置

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度（（
○○子
）

 

）

助
成
範
囲
を
拡
充
し
ま

助
成
範
囲
を
拡
充
し
ま
すす

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へへ

月
１
日

　

月
１
日
はは「
浄
化
槽
の
日
」で

「
浄
化
槽
の
日
」で
すす

１０１０

第
３
回
市
議
会
定
例
会
を
開
催

第
３
回
市
議
会
定
例
会
を
開
催
中中

９
月

日
〜

９
月　

日
〜　

日日

2121

3030

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動動

「
や
さ
し
さ
が

走
る
こ
の
街

こ
の
道
路

「
や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街　

こ
の
道
路
」」

定額給付定額給付金金・子・子育て応援特別手育て応援特別手当当

手続きはお済みですか

（申請は１０月１６日まで）

〜自治会単位で〜

プラの分別マーク

家庭で使用済みの食用油を燃料にリサイク家庭で使用済みの食用油を燃料にリサイクルル

容器包装プラスチックの分別にさらなるご協力容器包装プラスチックの分別にさらなるご協力をを


